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【目的】今日、韓国も日本も民族服は殆ど特別なsに着る衣服になっているが、民族服に抱く意

識には違いがみられるのではないかと思われる。なぜなら民族服とは、民族が長い歴史の中で

育み継承してきた独自の文化であり、そこにば民族の誇りやアイデンティティかシンボリック

に表現されているからである。本報では、韓・日女子学生の民族服に対する意識の差異､意味

や役割､また将来どうあるべきかについて比較考察することを目的とする。【方法】構成した仮説

をもとに予備調査を経て調査票を作成する。主な項目は民族服の実態､民族服に対する評価や

アイデンティティなどである。対象者は韓･日女子学生で有効回数票(韓国は484票、日本は557

票)、1041票を実際の分析に使用した。分析はまず、単純集計やクロス集計をもとに平均値の差

の検定、χ'検定を行ってM識の差異を検討した。次に、因子分析､クラスター分析によるタイ

プ分け、タイプ別のクロス集計を行った。t結果】民族服に対する関心や両国とも非常に高い。

特に､韓国の女子学生は所有数や着用頻度は低いが､民族服に対するアイデンティティは非常に

高い。つまり､韓国の女子学生は心のよりどころとして､日本の女子学生は特別な日に着るおし

ゃれな晴れ着として評価しているか、民族の誇りとしていつまでも残したいという願望は同じ

であることが明らかになった。これらの意識への反応パターンをもとにクラスター分析を行っ

た結果、４タイプに分けることができ、それぞれの特徴を明らかにすることができた。
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　【目的】エステティック，痩身美容などの産業の需要の増加にみられるように，近年，日

本では外観を意識する傾向が一段と高まった様に感じられる．このような社会現象の背景

には，これまでにも指摘されているような日本女性の強い痩身願望があ1るためと思われる．

このような身体に対する意識は，整容効果の高い下着の着用など，衣服の着装行為に影響

を与えている．以上のような観点から，本研究では，自己の身体にどの程度満足している

かについて調査し，日本人と外国人との身体に対する意識の構造の違いを検討した.

　【方法】質問項目は，身長,体重,バスト,ウェスト，ヒップ,顔,脚の６項目のサイズであり，

自己申告で記入するとともに. [理想より大きい，理想通り，理想より小さい，分からな

い］の４段階で自己評価していただいた．アンケートの採取対象は，日本在住の他国籍の

留学生および海外に住む外国人とし，調査方法は，直接，調査用紙に記入を依頼する方法

と″ソコン通信によるインターネットを利用すｊ方法を併用した．その結果，フィリピン

4 4名，アメリカ2 1名，中国1 6名など2 4ヶ国より1 3 2名および日本５０名の1 5

歳以上3 9歳までの回答者を得た．－

　【結果】身体に対する満足度は，男女差よりも国間差によることが明らかであるが，理想

とする具体的な身体像には男女でやや違いがみられる．アメリカ男女，中国男女，フィリ

ッピン女子では比較的満足度が高く，日本女子が理想とするモデル的な身体つきを自己の

理想とする傾向は，他の集団ではみられない．日本女子は胸囲にこだわるが，他国の女子

は腰囲にこだわる傾向もみられる．
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